
保護者・地域の皆様へ

【教科に関する調査結果】…小学校から確実な基礎力を付けましょう

R2は新型コロナウイルス感染症対応のため未実施

英語

　令和５年度　全国学力・学習状況調査の結果をお知らせします
調査実施日：令和５年４月１８日（火）　　参加状況：小学校・義務教育学校６年生 １６５人　中学３年生・義務教育学校９年生 １９２人　

伊豆市教育委員会　

　この調査は、子どもたちの学力を把握するための「教科に関する調査（国語、算数・数学、英語）」と「生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査」で構成
されています。この調査結果をふまえ、学校と家庭、地域が連携しながら、子どもたちの学力向上や豊かな心の育成、規則正しい生活習慣の定着をめざし
ていくことが望まれます。
　以下に、伊豆市の子どもたちの姿をまとめましたのでご活用ください。
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　中学校では今年度、英語も実施しました。本市の子どもたちは、中学校で数学に課題がありましたが、概ね良好な
状況でした。令和２年度は新型コロナウイルス感染症対応のため未実施だったことから、中学生が小学校のときから
の変化を見ることができませんが、小学校では基礎を固め、中学校で確実に学力を身に付けることができるよう、今
後も小中の連携や継続性を意識した指導を進めてまいります。

○ △

【国語】◇問いを意識しながら、目的をもって文や語句を読み取り要約することがよくできました。
　　　　◆図表やグラフ等複数の情報を用いて自分の考えが伝わるよう書くことに課題がありました。

○ 〇

【数学】◇基礎的・基本的な計算技能は、よく身に付いていました。
　　　　◆基本的な図形の概念や図形を構成する要素に着目し、図形の性質や計量について考察することに課題があります。

◎

◎：全国より高い

○：全国と同程度

△：全国より低い

★小学校国語１－２の問題です。

【川村さんの文章】の□に、次の条件に合わせて、学校の米つくりの問題点とその解決方法につ

いて作文をする問題です。

〈条件〉

①問題点についてグラフと【カード④】のそれぞれから分かることを書く。

②問題の解決方法について【カード⑤】をもとに書く。

③６０字以上１００字以内で書く。

正答率は３２．１％。無回答率も５．５％ありました。

誤答の要因として、条件①には２つの条件がありますが、ひとつしか取り上げていなかったり、グ

ラフから分かることと【カード④】から分かることを関連付けてとらえることができなかったりしたこと

が考えられました。

図表やグラフを用いるのは、示すべきことが分かりやすくなり、相手にとってもよく理解できるも

のとなるからです。伝える側は、まずは伝えたいことは何かを明確にできるとよいです。そして、図

表やグラフにはそれぞれ特徴があるので、場面に応じどんな図表やグラフを用いるとよいのか考

える力を付けたいです。その際、複数の根拠を関連付けて表現すると説得力が加わります。ご家

庭で新聞やニュースを見ているときに、分かったことやその感想などを伝え合うことも、こうした力

を付ける一助となると考えます。

★小学校算数２－３の問題です。

折られた紙を切って開く、という作業から正三角形の性質を理

解しているかを確認する問題です。

正答率は２８．５％。無回答率も６．１％ありました。

「３０」が正答ですが、「４０」「４５」という誤答が多くありました。

この問題では、Aが開く前の角であることを見逃していたり、正

三角形を直角三角形や直角二等辺三角形と誤ってとらえたりし

たことが誤答の要因と考えられました。

こうした問題では、目的の図形をつくるために、どのような操作

をするとよいのか、図形の性質を基に見通しを立てることが求

められます。図形は、紙に描くことで平面や立体のイメージをつ

かむことができますが、配布された端末を利用すると、これまで

よりも分かりやすく図形のイメージをもつことができますので、学

校でも活用場面を増やしていきます。



【質問紙調査から分かる伊豆市の子ども】…地域や周りの人と良い関係を築けています

【クロス集計からわかる正答率が高い子どもの傾向】

【家庭で大切にしたいこと３点】

【英語】◇英語を聞き、聞き手として目的に応じて知りたいことやほしい情報を聞き取ることができていました。
　　　　◆自分の考えを整理し、まとまりのある文章を書くことに課題がありました。

▲自分で計画を立てて勉強をしていますか
▲1日当たりどのくらいの時間、勉強をしますか
▲読書は好きですか

○人が困っているときには進んで助ける
○普段の生活の中で、幸せな気持ちになることがある
○今住んでいる地域の行事に参加している
○PC、タブレットなどのICT機器を授業でよく使う
○住んでいる地域について外国の人に知ってもらいたい
○先生は勉強を分かるまで教えてくれる

◎早寝早起き、毎日きちんと朝食を摂取している子
◎自分で計画を立てて勉強している子

◎自分には良い所があると考えている子
◎いじめはどんな理由があってもいけないと考えている子

◎読書が好きな子
◎分かったこと、また分からなかったことを見直し次への学習に生かしている子
◎友だちのさまざまな考えに触れることが楽しいと考えている子

１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか。
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自分には、よいところがあると思いますか。
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１０分以下

全国や県に比べて低い項目

③子どもの自己肯定感を高めましょう
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②本や新聞に親しみましょう①基本的な生活習慣や学習習慣を確立しましょう

１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか

当てはまらない

基本的生活習慣は、自分で考え実行しようとする力を育てます。

家庭や地域の皆さんと一体となり、子どもたちの自己肯定感を育んで

いきます。

自己肯定感を高めるひとつにほめる

ことが挙げられます。ただほめるだけ

ではなく「やったことをほめる」「気持

ちを伝える」「やったことで変わったこ

とを具体的に伝える」ことを意識すると

よいそうです。

残念ながら中学生では４割弱のお子さんが活字に

触れていませんでした（小学生で２割弱）。新聞の

見出しにざっと目を通し気になった記事を読んだり、

図書室で気になるタイトルを探してみる等から始

めてみてはいかがでしょうか。本や新聞を窓口に

豊かな世界へとつながることを期待します。

中学生もほぼ同様でした。小学

校の頃から計画的な学習をしま

しょう。SNSや動画の視聴も「〇分

以内」と家庭内でルールを決め

てみてはいかがでしょうか。

★中学校英語８－２の問題です。

ロボットについてブラウン先生が書いた英文を読み、ブラウン先生の意見に

対する自分の考えとその理由を書く問題です。

正答率は１９．３％。無回答率も３２．８％ありました。

また問題１０では、学校行事から紹介したいものをひとつ取り上げ説明す

る英文を書く問題が出題されました。こちらの正答率も低く、自分の考えを

整理し、まとまりのある文章を英文で書くことに課題がありました。

問いに対する書く力の基本は、読んだことに対し自分の考えや賛否をもて

るか、自分の意見や主張を支える根拠を明らかにしているか等です。これは

英語だけでなく他教科での学習でも必要になる言語活動です。質問紙調査

３８の「授業では各教科で学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる

活動を行いましたか。」では、伊豆市は静岡県や全国平均を上回っていまし

た。英語に限らず、まずは日本語で自分の考えを根拠立ててまとめることを

授業でも意識していきます。

「生涯学び続ける力」「創造する力」につながりま

す。

１～２時間 全く読まな

い

全国や県に比べて高い項目


